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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月29日(2016.11.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの組み合わせを含む層の構成を備える電気化学デバイスであって、各組
み合わせが、第１の多孔性電極層と第２の多孔性電極層との間に配置される多孔性粒子状
分離器層、及び任意追加的に少なくとも１つの粒子状集電器層、及び液体電解質を含み、
全ての前記組み合わせ、任意追加的な粒子状集電器層、及び液体電解質が、パッケージに
入れられ、本質的に全ての前記液体電解質が、前記層の構成の内部に閉じ込められる、電
気化学デバイス。
【請求項２】
　請求項１に記載の電気化学デバイスを作製する方法であって、
　第１の多孔性電極層を印刷する工程と、
　前記第１の多孔性電極層上に多孔性粒子状分離器を印刷する工程と、
　前記多孔性粒子状分離器上に第２の多孔性電極層を印刷する工程と、
　前記第１及び第２の多孔性電極層並びに多孔性粒子状分離器に、液体電解質を浸潤させ
る工程と、を含み、
　少なくとも前記第１及び第２の多孔性電極層、多孔性粒子状分離器、並びに前記液体電
解質を、パッケージに入れることを更に含む、方法。
【請求項３】
　第１の多孔性電極層と第２の多孔性電極層との間に配置される多孔性粒子状分離器層、
任意追加的に少なくとも１つの粒子状集電器層、及び液体電解質を含む第１の組み合わせ
を含む、容量性電気化学デバイス。
【請求項４】
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　請求項３に記載の容量性電気化学デバイスを作製する方法であって、
　第１の多孔性電極層を印刷する工程と、
　前記第１の多孔性電極層上に多孔性粒子状分離器を印刷する工程と、
　前記多孔性粒子状分離器上に第２の多孔性電極層を印刷する工程と、
　前記第１及び第２の多孔性電極層並びに多孔性粒子状分離器に、液体電解質を浸潤させ
る工程と、を含む、方法。
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